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アサーション
 　大田原赤十字病院　看護師研修ドラマ・スク－ルでの実践（下）

　これは大田原赤十字病院・看護師「卒後
５年研修」の中でとりくまれている「劇創
り・集団づくりと表現の教室」での報告、第
２段である。
彼らはこの種の研修のことを「アサ－

ション」と呼ぶ。演劇人である筆者には初
めて聞く言葉だったが「assure（確信を持
たせる）」の名詞化かと思われる。なるほど
そうか。「卒後５年研修」となれば、看護現
場では「バリバリの中堅看護師」になろう
とする若者たちの研修である。確かにこの
先、その職務を全うするには、「確固たる確
信」がいる。そうか、これはそのための研
修であったのか。そう気づいたのは、次の
手記を読んだときである。

・郡司洋美　Ａ館－小児病棟「ハエはなん

でも知っている」班

・柳田美里　Ｂ館－３Ｆ「ハエはなんでも

知っている」班
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なるほど。こうした「演劇的アサ－ショ
ン研修」を通過して、つまり自己を解放し、
開放したナ－スたちは、自分の姿を自分で
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客体視できるという過程を経験しているの
だと理解した。
前回は「癌告知」に関わる劇づくりを中

心に報告したが、それは病院という職場に
於けるナ－スたちの、ごく身近な生活の場
から見た風景であった。今回は、リアルに
見たものを更に見据えて、その底に内在す
る問題を抽出し、形にして見せるという段
階に入った諸例が紹介できる。以下は２年
目の作品である。

　ここで「命の玉」と名づけられたものは
『生命体』とでもいうべき概念となる。
　我々のドラマスク－ルは、画用紙に「絵」
を描くことから始めるが、このチ－ムの中
に重度障害児の姿を描いた看護師がいた。
それが自分の最大の関心事であったのだろ
う。
　他に妊婦と胎児の絵を描いた人も居た。

鶏と卵とひよこを描いた看護師も、また
キャベツと虫と殺虫剤を描いた人もいた。
　これらはすべて、これから創る我々の即
興劇に使用する「ドラマ材」となる。
――重度障害児か。これは重いテ－マだ

よな。それをやるのかここのチ－ムは。…。
講師の方はハラハラ・ドキドキである。関

わり始めれば四苦八苦して、今夜は深夜に
わたるだろうし、取り組まなければ「何故
避けて通ったの」などと彼らをなじること
になるだろう、と思ったからだ。
　彼らは議論を重ねていた。
　「ここに揃った材料は、みんな命の問題で
すね」。これがこのチ－ムの共通項だった。
「どんな命だって初めの命は元気なのよ」。
これが次の共通理解になった。
　「メーテルリンクの『青い鳥』には生まれ
る前の赤ちゃんたちの国があってね、そこ
でね、誰のお腹から生まれることになるの
かなって楽しみにしながら、ピョンピョン
飛び跳ねて待ってる世界があるんですよ」。

　そうか。生ま
れる前の命た
ちって、形はま
だ、決まってな
いけど、ＤＮＡ
であったり、ミ
トコンドリアと
の合体であった
りするんだ。お
よそこの世に
「命の元」と言
えるものは既に
あったんだ、う
んとうんと大昔
から。という認
識にこのチ－ム
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は到達していた。だから物語はこうなった。

――　ポョン　ポョン。ピヨョン　ピ
ヨョン。玉が跳ねていました。

　いかにも楽しそうでした。いいことがあ
るぞ。もうすぐ、とってもいいことが始
まるぞ。僕はそこへ出かけるんだ。もう
すぐ、行くんだ。そして玉たちは、口々
に言いました。

私は白い犬になるのよ。プチプ
チッとして、フワフワッとして可
愛いの。
私は蚊になるんだよ。そうして

人間の血をうんとうんと吸ってや
るんだ。
それじゃあ、すぐにパチンって

叩き潰されちゃうよ。
大丈夫だよ。負けるもんかい。

　そうです。この玉たちは、生まれる前
の、元気な命の玉だったのです。その中
に一人、何かしょんぼりしている玉があ
りました。
　どうしたの？と仲間たちが聞きました。

うん。僕は人間の子どもに生ま
れることに決めたんだけど、でも
その人が、僕を生む決心がつかな
いんだ。
そうか、それは心配だな。…

場面は変わって、病院の一室。待って
いた医師の前に若い夫婦。

　医師　ああ。この前の検査ですが。お腹
の中の赤ちゃんは、何万人に一人
という病気です。出産はどうされ
ますか。ご家族でよくご相談下さ

い。

　「あの…、その病名は？」と聞く夫婦
に、医師はしばらく考えていて、「それ
は、…難病です」とつぶやいて、逃げる
ように去りました。

　お家では、家族が待って居ました。夫
婦の「難病」だという報告に、親戚一同、
察知が早くて出産には猛反対。
産もうか、産まないでおこうか。思い

悩む夫婦の肩を優しく叩くのは、その小
さな命の玉でした。若い夫婦の決心は固
まりました。　　
オギャア－！　元気な赤ちゃんの誕生

の声が響きました。

上演後「重いテ－マなのに、明るく創っ
て戴けてよかった」と感想が述べられた。そ
う語った女性は医療福祉リハビリ－センタ
－に勤務する看護師、伊藤都だった。彼女
は続けて、
「ここで言われている『難病』ですが、他
人の子どもさんのことなら言うのはやさし
いのですが、もしそれが自分の子であった
としたら、そう簡単に結論の出せる問題で
はありません」。
合評の場でも、このことばをみんなは

ずっしりと受けとめて言葉少なだった。

・大田原めぐみ　赤十字病院　Ａ館小児病棟
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・相馬幸子　大田原赤十字病院　重度障害児
の命の玉を演じた。　
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　前回で取り上げていた、「癌告知」では、
告知を受けた患者が、どう考えたかという
その人間の心理の内奥には入り込めていな
かったことを問題点としておいた。１年後
のこの作品となると、「生命の玉」という手

法を使って、心の中に入り込めた。それも
まだほんの少々というレベルではあるが、
この発想は前年度作品「ストレス玉」の発
展でもある。
　次に厳然として我々の前に存在している
「競争社会」の抽象化に成功した例。
　

　女１，２，３，４，５がほぼ一線に並
んでいる。
　それぞれが石らしき物を拾い、前へ投
げる。投げた所まで進む。何か「石蹴り」
のゲ－ムのようだ。別の所に怖いおばさ
んが居る。「おい！　何してるんだ。だら
だらサボってるんじゃないよ」。
この人も一人熱心に努力して働いている
様子である。
　石拾い、石投げにも拍車が掛かったよ
うだ。
　女１は、石を遠くまで投げて、その場所
まで進む。「私には目標があるのよ」。
　女２は、それには届かないがかなり進
む。「私ね、資格が欲しいの」。
　女３「休みが取れて月給が上がればそ
れでいいわ」。と、何歩か進む。
　女４は既にかなり出遅れていて「私、目
標と言ったって」。
投げる石は、ほんの手前でポロリと落ち
る。
　女５。もはや前には進まない。落とした
石は、他の４人とは別の方向へと転がっ
て行く。女５は「逡巡」する。戻ろうか。
このまま石の転がるままに、と進もうか。
　長い思案の末に、この女は、他人とは違
う別の方向へ、つまりそれがこの人の思
う方向へと、思いっきり石を投げ、そこへ
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向って駆け抜けて行った。つまり潜在的
にあったであろう本心の方向へ、であっ
た。
先に紹介した医療福祉リハビリ－センタ

－勤務の伊藤都さんが、この女５を演じた
のである。その「逡巡」の間は１分ぐらい
か。舞台空間での１分とは随分長い沈黙の
時間が流れて行ったのだけれど、その心の
中の動揺が良く現れていて共感を得た。

・吉成志乃　大田原赤十字病院　Ａ館一般病棟

（傍線筆
者）

・伊藤都（国際医療福祉リハビリテ－ション
センタ－那須療護園）

女５を演じた
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こうして書きとめられたこれら看護師た
ちの手記から、この「集団づくりと表現の
教室」の研修手順と内容、そして何よりも
アサ－ション。「確信を持たせる研修」の意
味を汲み取って戴ければ幸いである。

「協同労働」。以前からこのことばに引き
付けられて来ていたのは私が演劇を職業と
してきたからである。
　「協同」と言うことばは「ともに心と力を

合わせ、助け
合って仕事をす
ること」と広辞
苑にある。
「演劇」は、今
も昔も「ともに
心と力を合わ
せ、助け合って
仕事をするこ
と」でなければ
成り立つもので
はなかった。
　「演劇」という
芸術行為は徹頭
徹尾「人間」のこ
とを考え、人間
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の肉体を媒体として表現する芸術分野の活
動である。演劇は当然のこと、常に「より
良い質」の舞台創造が求められるし、自ら
進んでその質を創造していなければ、すぐ
にも観客にそっぽを向かれ、職を失うと言
う芸能なのである。
　そしてまた我 「々協同組合人」は常に「よ
い仕事」をなさんとし、21世紀の新しい働
き方の一つとしてこの「協同労働」の協同
組合法が提唱されてきた。
　協同とは何か。それはどのようにして組
織され形成され、協同の質を高揚させて行
くのか。さらにまた協同労働が、どのよう
な筋道で人間の発達に役割を果たして行く
のか。
　創造活動と協同労働と人間の発達。この
関係を具体的な例証で検証しなければなら
ない、と演劇人である私は思い続けて暮ら
してきた。この看護師たちとの研修もその
一環として、筆者はこれに取り組んでいる
ものである。
主催者代表の一人、栃木県北部看護協会

の刑部洋子氏はこう述べて、この日の研修
を閉じた。
「あなた方の、普段の仕事場では見せてい
ない姿を、今日は見せて戴きました。また
題材はすべて身近なものでした。途中で『劇
の発表には点数が付けられるのですか？』
という質問をしに来られた人がありました
が、そんな心配の一切要らない、みんなで
一緒に満足できる研修でした」。

01年、02年．2年続けてお世話係りの上
杉みつえ看護師長からは、後日分厚い封書
が届けられた。
―　受講生は、帰ってきてから病棟でい

ろいろと話をし、他のスタッフより「受講

できて、うらやましい、私も参加したかっ
た」などと言われ、実のある研修となった
ようです。
先輩として、今回の「気づき」を維持で

きるよう、働きかけて行きたいと思います。
受講生の感想、送付致します。敬具　―　

こうした研修が、一部幹部の、誰かの思
いつきだけで恣意的に行われているのでは
ない事が感じとれる。職場がそれを求めて
いるのである。「看護の質」を高めたい，質
の高い職場にしたい，と職場の幹部集団が
自らに求めているのだと思う。しみじみと
そう思えて、こみ上げてくるものがある。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


